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令和元年１２月定例農業委員会 会議録 

 

 

令和元年１２月２日（月） 

 

 

会 議 次 第 

 

１．開 会 

 

２．挨 拶 

 

３．議 事 

・議案第１号  農地法第３条の規定による許可申請について 

・議案第２号  農地法第５条の規定による許可申請について 

・議案第３号  非農地証明願について 

・議案第４号  農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による

利用権の設定について 

・議案第５号  農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による

利用権の設定について（中間管理事業分） 

・議案第６号  相続税の納税猶予に関する引き続き農業経営を

行っている旨の証明願について 

 

４．その他 

 

５．閉 会 
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（午前 ９時３０分開会） 

・事務局 

 皆さん、おはようございます。定刻となりましたので、令和元

年、年納めとなります１２月定例農業委員会を開催させていただ

きます。 

 開会にあたり事務局よりご挨拶申し上げます。 

 

・事務局 

 皆さん、おはようございます。本日の定例会が本年最後の定例

会となります。皆様方におかれましては、お足元の悪い中ご出席

いただきまして、まことにありがとうございます。 

 本年中につきましても、意見書の作成、また、それにあたって

の現場確認、夏の農地利用状況調査、「まっせ・はしもと」での相

談会等の開催など、農業行政のさまざまな場面でご尽力いただき

ましたこと、まことに感謝いたします。ありがとうございました。 

 さて、来年の話をしますと鬼が笑うかもしれませんが、現在、

国が力を入れております人・農地プランの実質化、これにつきま

しては、年明けより本課の方で各農家に対しましてアンケート調

査を実施いたします。来年度より地域に入りまして、今後５年か

ら１０年の地域農業のあり方を議論いただくことになると思いま

す。 

 これに関しましては、大変力の要る作業となってきますけども、

国の動向を見ましても、今後、地域に国からの補助金をおろした

りする際には大変有効なプランというふうになってきますし、ま

た、何より地域の皆さんが地域のことを考えていただくいい機会

かなというふうには考えておりますので、農業委員さん、それか

ら農地利用最適化推進委員さんにおかれましても、またご協力い

ただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 簡単ですが、開会にあたりましての挨拶とさせていただきます。

今日はよろしくお願いいたします。 

 

・事務局 

 なお、北岡事務局長につきましては、市議会の定例会開催のた

め本日欠席となっております。 

 議事の進行につきましては、橋本市農業委員会会議規則第５条

の規定によりまして、会議の議長は会長が務めるとなっておりま

す。以後、会長ご挨拶の後、議事の進行をお願いいたします。 
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 では、会長、お願いいたします。 

 

・土井会長 

 それでは、おはようございます。本日、１２月の定例の農業委

員会ということでございますが、この時期、県の常設審議会が大

変早く開催されますので、通常よりも１週間か１０日早いという

ようなことで１２月の冒頭ということになってございます。令和

元年最後の定例会でございますので、よろしくお願いしておきま

す。 

 令和元年ということで、振り返ってみますと、ことしは台風あ

るいは大雨で災害が大変多かって、農業被害でも４千億を超えて

おるというようなことでしたけれども、幸いにもこの地方につい

ては平静に推移いたしまして、柿の方の収穫もほぼ終わりになっ

ておるというのを聞いておるところでございます。また、来年は

オリンピック開催の年でございまして、また非常に注目される記

事の多い、話題の多い１年というふうに予想されてございます。 

 先月末ですか、１１月２７日、２８日に全国農業委員会会長会

議というのが開催されまして、池田職務代理さんと出席させてい

ただきました。さっき冒頭に三浦さんからも挨拶がありましたん

ですが、さきの農業委員会だよりのメインの記事にありましたと

おり、人・農地プラン実質化の内容でございまして、地域の農業

をいかにして守っていくかということでございます。 

 市全体で大きな計画を作るよりも、まず地域地域での農業の実

態をまず把握せよと、それで、その情報を地域の皆さんと共有化

して仕事をやっていきなさいと、こういうことでございます。す

なわち地域の農地の状況やとか農業人口やとか、農業従事者の年

齢やとか後継者の有無やとか、その辺のとこを十分に把握して、

それを図式化して、そして、地域の方々と十分話をせいと、これ

がまず第一やというでございます。 

 そのためには、皆さんにお世話になりました農地利用状況調査

の活用やとか、それを提供して市当局と一体となって人・農地プ

ランの実質化を実行する、これが農業委員会に課せられた業務と

いうことでございますので、よろしくお願いしておきます。 

 それと、第２点目といたしましては、農業者年金加入促進に係

る件でございまして、農業者の老後の生活安定のために、国民年

金だけでは大変、生活しんどいやろと、不安やろということから、

農業者についてはこの掛け金の全額が社会保険としての控除の対
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象になるとか、あるいは、生涯、年金が給付されるやとかという

ことで、大変これ、公的資金が半分入る有利な制度であるという

ことで、この農業者年金制度を知らん人がまだおるというような

ことでございます。それで、その辺の情報の発信とかＰＲをして

いただきまして、加入促進に協力を願うというようなことの研修

会でございましたので、復命を兼ねて報告をしておきます。 

 

・議 長 

 それでは、只今より議事を進行してまいります。座って進めま

す。 

 事務局から、本日の出席委員について報告をお願いします。 

 

・事務局 

 農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定により、本日

の出席委員数についてご報告を申し上げます。 

 農業委員１１名中１０名の出席でございます。なお、議席番号

４番大西敏夫委員より欠席届が提出されております。以上です。 

 

・議 長 

 事務局から報告のとおり、農業委員会等に関する法律第２７条

第３項及び橋本市農業委員会規則第７条の規定により、出席委員

は在任委員の過半数に達しており、本日の会議は成立しているこ

とを宣言いたします。 

 議案の審議に先立ち、議事録署名委員の選任を行います。橋本

市農業委員会規則第１８条第２項に規定する議事録署名委員は、

議席番号８番林義文委員、議席番号９番岡本彰文委員の２名を指

名いたしますので、よろしくお願いします。 

 それでは、議事に入ります。 

 本日の議事は提出議案６件です。 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について を

議題といたします。事務局に提案理由の説明を求めます。 

 

・事務局 

 それでは、議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可

申請についてご説明します。議案書の３－１ページと位置図の３

－１ページをご覧ください。 

 整理番号１番の案件についてご説明いたします。申請地は橋本
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市高野口町小田字一本木・・・。登記簿地目及び現況は畑となっ

ております。今回の申請は贈与による所有権の移転です。申請者

は兄弟で、海外に居住しており農地の維持管理が困難な譲渡人と、

現在、今、譲渡人に代わり農地を管理している譲受人との間で話

がまとまり、本申請に及びました。譲受人の・・・氏の経営耕地

面積は取得しようとする農地と合わせて合計・・・㎡で、旧応其

村の下限面積２０ａをクリアしております。また、周辺農地への

被害防除措置等については、影響はありません。譲受人は耕運機

１台を所有しており、農作業従事者は３名で農作業常時従事要件

を満たしております。 

 以上について、農地法第３条第２項各号に照らし、書類審査及

び現地調査いたしました結果、申請に必要な書類はすべて添付さ

れており、許可相当と判断いたしました。 

 続きまして、整理番号２番の案件についてご説明いたします。

位置図の方は３－２ページをご覧ください。申請地は橋本市野字

宮垣内・・・及び・・・です。登記簿地目及び現況は畑となって

おります。今回の申請は売買による所有権の移転です。農地の維

持管理が困難となってきた譲渡人と農地の拡大を考えていた譲受

人と話がまとまり、本申請に及びました。譲受人の・・・氏の経

営耕作面積は取得しようとする農地と合わせて・・・㎡で、旧山

田村の下限面積４０ａをクリアしております。譲受人はトラクタ

ー１台、耕運機１台、自走田植え機１台、コンバイン１台を所有

しており、農業従事者は４名で農作業常時従事要件を満たしてお

ります。 

 以上について、農地法第３条第２項各号に照らし、書類審査及

び現地調査いたしました結果、申請に必要な書類はすべて添付さ

れており、許可相当と判断いたしました。 

 続きまして、整理番号３番の案件についてご説明いたします。

位置図の方は３－３ページをご覧ください。申請地は橋本市隅田

町下兵庫字山ノ谷・・・、・・・、・・・、・・・、・・・、・・・と

なっております。登記簿地目及び現況はすべて畑となっておりま

す。今回の申請は売買による所有権の移転です。農地の維持管理

が困難となってきた譲渡人と農地の拡大を考えていた譲受人との

話がまとまり、本申請に及びました。譲受人の・・・氏の経営耕

地面積は取得しようとする農地と合わせて合計・・・㎡で、旧隅

田村の下限面積３０ａをクリアしております。周辺農地への被害

防除措置等については、影響はありません。譲受人はトラクター
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４台、コンバイン３台、田植え機３台、草刈り機５台、軽トラッ

ク５台を所有しており、農業従事者は２名で農作業常時従事要件

を満たしております。 

 以上につきまして、農地法第３条第２項各号に照らし、書類審

査及び現地調査いたしました結果、申請に必要な書類はすべて添

付されており、許可相当と判断いたしました。以上、ご審議のほ

どよろしくお願いします。 

 

・議 長 

 事務局の説明が終わりました。担当委員から、順次、追加説明

をお願いします。 

 

・林委員 

 ８番の林ですけども、今、事務局の方から説明があったとおり

で、（聴取不能） 

 以上です。 

 

・議 長 

 次、２。 

 

・佐藤推進委員 

 推進委員の佐藤です。ここの土地の宮垣内内、・・・と・・・と

いう所に、太陽光発電を初め検討しておったんですけども、その

周辺の住民が反対というふうな感じで、・・・さんの方が悩んでい

て、そうしたらどうしようかいうたところ、そのそばにある住人

が、それやったら私が畑作ってあげようということで話がまとま

り、所有権移転の売買になりましたので、そういうことです。 

 

・議 長 

 次。 

 

・田中（一）委員 

 ７番の田中です。先ほど事務局の方から説明していただいたと

おりでございまして、何ら問題はないかと私は判断いたします。

以上です。 

 

・議 長 
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 これより質疑に移ります。質疑される方はご発言願います。 

 

・廣田委員 

 ５番の廣田ですが、３番の案件ですけども、・・・の土地を作っ

とって２名でやっとるという、しかも軽トラ４台もあるのに、こ

れ何なさっとる方ですんやろか。 

 

・議 長 

 事務局、どうぞ。 

 

・事務局 

 こちらの・・・氏なんですけど、専従するのは本人とこの本人

の奥様の２名なんですけれども、常に臨時で雇用ということで、

臨時でアルバイトさんということで４名、常に雇っている状態と

いうふうに伺っております。なので、合計６名でその・・・㎡の

方をすべて回って運営していると聞いております。 

 

・廣田委員 

 畑って、何作ってますんですか。 

 

・事務局 

 主にこの方、・・・さんなんですけれども、海南市の方で主に米

を作っているということで、耕作証明の方をいただいております。

あとはほかに畑の方は野菜と書いていただいておるので、ちょっ

とまだどんな種類の野菜を作っているか、申しわけないですが、

確認はできてないです。 

 今回の下兵庫での、ここの農地に関しましてはサカキを植えて、

木のサカキの方を植えて栽培するというふうに伺っております。 

 

・廣田委員 

 全部これサカキ植えるの。 

 

・事務局 

 そういうふうに聞いております。 

 

・廣田委員 

 ようわかりました。ありがとうございます。 
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・議 長 

 ほかにありませんか。 

 

・・・・・・ 

 

・議 長 

 ちょっと教えてほしいけど、これ・・・さんてあくまでも個人

経営か。こんなでかなったら、将来的に法人化するような方向と

いうような、そんな申請のときの話はなかった？ 今のとこはな

いか。 

 

・事務局 

 はい。今のところは個人でやっておられて、認定農業者として

は紀の川市の方から認定農業者と認められておりますので、今後

はちょっとわからないんですけど、今現在は個人で農作業をやら

れているというふうに伺っております。 

 

・議 長 

 そうか。はい。 

 どうぞ。 

 

・田中（一）委員 

 ちょっとつけ加えさせてもらいます。この・・・さんというの

は、私、電話で再三再四、連絡とり合ったんですけど、まじめな

人で、年齢は３６歳。とにかく農業には全面的な前向きの姿勢で、

私は          今のところは事務局の方からサカキと

いうことの話もあったですけども、これは私は放棄されるよりも

そういう方面で耕作していただいた方が、ぐるりの住民の方も安

定するんじゃないかという考えでおります。 

 

・議 長 

 ほかにありませんか。 

 

・・・・・・ 

 

・議 長 
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 それでは、ないようですので、質疑を打ち切ります。 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について を

採決いたします。 

 本件を許可することにご異議ございませんか。 

 

（委員より「異議なし」の声あり） 

 

・議 長 

 ご異議がないようですので、本件は原案のとおり許可すること

に決定いたします。 

 次に、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請につい

て を議題といたします。事務局に提案理由の説明を求めます。 

 

・事務局 

 それでは、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請に

ついてご説明いたします。議案書の方、５－１ページと位置図の

５－１ページをご覧ください。 

 整理番号１番の案件についてご説明いたします。申請地は橋本

市高野口町字伏原字越ケ坪・・・、位置は応其小学校より南東に

約・・・ｍに位置する第２種農地で、登記簿地目及び現況は田と

なっております。譲受人は市内で不動産の売買・仲介を行ってい

る法人です。小学校に近い申請地付近で分譲住宅の建設を考えて

いたところ、農地を相続するも高齢で農地の維持管理が困難とな

った譲渡人と交渉し、申請に及びました。計画によりますと、分

譲住宅４棟を整備いたします。排水につきまして、汚水、雑排水

につきましては隣接する公共下水道に接続し放流いたします。雨

水につきましては申請地東側に新設する道路側溝へ放流いたしま

す。このことについて、引の池土地改良区及び紀の川用水土地改

良区の意見書が添付されております。隣接する農地は２筆ありま

すが、すべて同意を得ており、現地調査を行ったところ、転用に

よる周辺農地への著しい影響はないと判断されます。事業に要す

る経費につきましては、・・・円と見積もられ、必要額以上の残高

証明書及び融資証明書が添付されております。 

 以上について、農地転用許可基準に照らし審査いたしました結

果、申請に必要な書類はすべて添付されており、転用の目的実現

も確実と思われ、許可相当と判断いたしました。 

 続きまして、整理番号２番及び３番の案件についてご説明いた
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します。位置図の方は５－２、５－３ページをご覧ください。申

請地は橋本市高野口町向島字川尻・・・及び・・・、位置は高野

口産業文化会館より西に約・・・ｍに位置する第２種農地で、登

記簿地目及び現況は畑となっております。譲受人は市外で不動産

の売買・仲介を行っている法人で、事業を行うため適地を探して

いたところ、遠方に居住しており農地の維持管理が困難となって

きた譲渡人と、また、高齢で農地の維持管理が難しくなってきた

譲渡人と交渉に及び、申請に至りました。計画によりますと、住

宅１棟と駐車場を設置いたします。排水につきまして、汚水、雑

排水につきましては合併浄化槽により処理後、申請地北側に隣接

する公共下水道に放流いたします。雨水につきましても敷地内で

集水し北側公共下水道に放流いたします。このことについて、小

田井土地改良区の意見書が添付されております。隣接する農地は

３筆ありますが、すべて同意を得ており、現地調査を行ったとこ

ろ、転用による周辺農地への著しい影響はないと判断されます。

事業に要する経費につきましては、・・・円と見積もられ、必要額

以上の残高証明書類が添付されております。 

 以上について、農地転用許可基準に照らし審査いたしました結

果、申請に必要な書類はすべて添付されており、転用の目的実現

も確実と思われ、許可相当と判断いたしました。 

 続きまして、整理番号４番の案件についてご説明いたします。

位置図の方も５－４ページをご覧ください。申請地は橋本市野字

上井出・・・及び・・・、位置は橋本警察署より西に約・・・ｍ

に位置する第３種農地で、登記簿地目及び現況は畑となっており

ます。譲受人は市内在住の個人で、警備会社を営んでおります。

譲受人が経営している事務所の駐車スペースを確保するため適地

を探していたところ、高齢のため農地の維持管理が困難となった

譲渡人と交渉し、申請に及びました。計画によりますと、事業用

の駐車場３台分と賃貸用の駐車スペース３０台分を整備いたしま

す。排水につきまして、汚水、雑排水は発生いたしません。雨水

につきましては北側及び東側に隣接する水路に放流いたします。

このことについて、紀の川用水土地改良区及び地元水利組合の同

意書が添付されております。隣接する農地は２筆ありますが、す

べて同意を得ており、現地調査を行ったところ、転用による周辺

農地への著しい影響はないと判断されます。事業に要する経費に

つきましては、・・・円と見積もられ、必要額以上の残高証明書が

添付されております。 
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 以上について、農地転用許可基準に照らし審査いたしました結

果、申請に必要な書類はすべて添付されており、転用の目的実現

も確実と思われ、許可相当と判断いたしました。 

 続きまして、整理番号５番及び６番の案件についてご説明いた

します。位置図の方が５－５、５－６ページをご覧ください。議

案書の方も５－１ページと５－２ページにまたがっておりますの

で、ご確認ください。申請地は橋本市神野々字下戸津井

谷・・・、・・・、・・・、・・・、・・・の計５筆となっておりま

す。位置は西部小学校より南西に約・・・ｍに位置する第３種農

地で、登記簿地目及び現況は田となっております。譲受人は市外

で再生エネルギーの仕入れ販売を行っている法人です。事業拡大

のために適地を探していたところ、遠方で居住しており、また、

高齢で農地の維持管理が困難となった譲渡人と交渉し、申請に及

びました。計画によりますと、太陽光パネル３０４枚、パワーコ

ンディショナー９台、発電出力４９.５㎾の太陽光発電施設を設置

いたします。排水につきまして、汚水、雑排水については発生い

たしません。雨水につきましては基本的に自然浸透とし、浸透し

切れない分につきましては申請地東側及び南側の既設水路へ放流

いたします。このことにつきまして、該当する水利組合がありま

せん。また、本来でしたら、水利組合がない場合、地元区の区長

の同意印をもらってもらうこととなっておるんですが、それにつ

きましては同意印がありません。ただ、同意書をもらえない理由

書をつけており、また、事業者の方から地元住民に対し今回の太

陽光発電事業についての説明会を開き、理解を得ていると伺って

おります。隣接する農地につきましては４筆ありますが、すべて

同意を得ており、現地調査を行ったところ、転用による周辺農地

への著しい影響はないと判断されます。事業に要する経費につき

ましては、・・・円と見積もられ、必要額以上の残高証明書類が添

付されております。 

 以上について、農地転用許可基準に照らし審査いたしました結

果、申請に必要な書類はすべて添付されており、転用の目的実現

も確実と思われ、許可相当と判断いたしました。 

 以上、よろしくお願いします。 

 

・議 長 

 事務局の説明が終わりました。担当委員さんから追加説明を順

次お願いします。 
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・林委員 

 ８番の林です。この・・・というんですか、その南側（聴取不

能） 

 

・議 長 

 次、４かな。 

 

・佐藤推進委員 

 推進委員の佐藤です。事務局のとおり、問題はありません。 

 

・議 長 

 はい。 

 

・岡本委員 

 ５番、６番につきましては、佐藤さんと一緒に現場を見てまい

りました。工場の近くで特に民家もなく、農地は何も作らずに置

いてましたので、少しは管理しておったようですけど、もうあと

できないというような感じのようでございましたから、やむを得

んという具合に思うておるわけですが、こういう県外の所に転売

するような場合は、書面だけでこの会社を調べておられるのか、

それとも、やっぱり会社の、どんなところにあって、どういうよ

うなことをやっているか、当局としては行かれたことはあるのか

どうか、ちょっと今日聞きたいと思うとるんですけども。 

 

・議 長 

 どうぞ。 

 

・事務局 

 今回の申請につきまして、法人による申請ということで、法務

局が発行しております全部事項証明書及び会社の定款の方が添付

されておりますので、そこでうちの方は確認させていただいてい

る形にはなっております。 

 

・岡本委員 

 我々その会社に行ったこともないし、行っても相手にしてもら

えないと思いますので、間違いのない会社であるかとか個人であ
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るかというのは、はっきりやっぱり今後もやっていただかないと、

許可した後でいろいろ問題起きたのでは、農業委員会としては何

をしとったんぞと、こういうようなことになってくると困ると思

いますので、念のために申し添えた次第でございます。 

 

・議 長 

 それでは、これより質疑に移ります。質疑される方はご発言願

います。 

 

・廣田委員 

 事務局へお尋ねしますが、１１月の定例総会の時に、ここへ第

何種農地と書いてくれというて言うたと思うんですが、この２種

と３種の考え方というのはえらい違うと思うんです。３種は原則

許可できる、２種は原則不許可ですわ。それを私らが見て、２種

の農地でなってるのと、添付する書類も増えてくると思うんです。 

 だから、１１月の時には忘れたと。今回も忘れたのか、もう書

く必要がないからやめたのか、その辺をお聞きしたいと思います。 

 

・議 長 

 どうぞ。 

 

・事務局 

 ご指摘のとおりで、もうここは忘れております。 

 ちなみに、５条ですが、上から１、２及び３番につきましては

２種農地となります。４番、５番、６番は３種農地となります。 

 ２種農地と３種農地についての考え方ですが、資料あるか。 

 

・事務局 

 まず、３種農地につきましては、市街地区域または市街化の著

しい計画がある区域内の農地ということになっておりまして、今

回このまず４番、５番、６番が第３種農地となっておるんですが、

すべて橋本市が指定する用途地域に指定されておりまして、こち

らの方は第３種農地という判断となっております。 

 また、２種農地につきましては、第１種農地が１０㏊以上の一

団の農地であったり土地改良区等の圃場整備されたような所にな

ってくるんですが、そこにも該当せず第３種農地にも該当しない

ような所がおよそ第２種農地となってきておりまして、今回の１
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番、２番、３番の案件につきましては、第３種農地、用途地域等

には入っていないのですが、一団農地に接続している農地ではな

いということを考えまして第２種農地と判断しております。以上

です。 

 

・廣田委員 

 忘れたんやったら次回からよろしくお願いしたいのと、書いて

くれるんやったら書いていただいたら判断しやすいと思いますの

で、どうかよろしくお願いしておきます。 

 

・議 長 

 事務局、よろしくお願いしておきます。 

 

・事務局 

 はい。申しわけございません。 

 

・議 長 

 ほかにありませんか。 

 はい、どうぞ。 

 

・向井推進委員 

 推進委員の向井です。先ほど事務局で、市外の業者さんについ

ては定款を見るというのを聞いたんですけども、それ以外に、要

は貸借対照表で過去５年間の経営の実態とかそういうのは見ない

んですか。 

 

・議 長 

 どうぞ。 

 

・事務局 

 それにつきましては、あくまで法定添付書類ではございません

ので、そこまでは求めている現状ではないです。 

 

・向井推進委員 

 ということは、その業者は赤字か、赤字と言ったらおかしいけ

ども、経営危ないよという業者に渡っとってもわからない。 
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・事務局 

 法人につきましては、県内外問わず同じように扱いをさせてい

ただくんです。あとは、個人、法人問わず、残高証明であるとか

融資証明であるとか、そちらの方で事業の実行性について判断を

行うということになります。 

 例えば、委員ご指摘のように、会社の本体自体がどういう状況

かとまでは確認いたしていないのが現状です。あくまでもその事

業、申請されておる事業についてのみ判断となります。 

 

・向井推進委員 

 ちょっと何か不安。 

 

・事務局 

 現在の残高証明であったり融資証明で、今回の事業を行えるか

どうかで今回の農地転用の方を判断する形となっておりますので、

本体の方までは考慮には入っていないという形にはなっておりま

す。 

 

・向井推進委員 

 いや、今回はいい。しかし、今後そういうようなところを見て

いこうという考え方はあるんですか。 

 

・事務局 

 橋本市農業委員会の事務局としましては、国及び県から示され

ておる指針に実はそこのところまでは入っておりませんので、今、

定款ということになっておるんですが、委員ご指摘の内容につい

ては、総会資料に基づくような資料になろうかと思います。ただ、

現行の制度上はそこまでは求めていないというところです。 

 

・議 長 

 ほかにありませんか。 

 

・・・・・・ 

 

・議 長 

 ないようですので、質疑を打ち切ります。 

 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について を
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採決いたします。 

 本件を進達することにご異議ございませんか。 

 

（委員より「異議なし」の声あり） 

 

・議 長 

 ご異議がないようですので、本件は原案のとおり進達すること

に決定いたします。 

 次に、議案第３号 非農地証明願について を議題といたしま

す。 

 事務局に提案理由の説明を求めます。 

 

・事務局 

 議案第３号 非農地証明願について を説明いたします。議案

書の非－１ページと位置図の非－１ページをご覧ください。 

 整理番号１番の案件についてご説明いたします。申請地は橋本

市東家字西畑・・・、台帳地目は田、現況は山林となっておりま

す。申請地は申請者の父が体調を崩し始めた平成５年頃から耕作

ができず、雑草・雑木が生い茂っていたとのことです。本申請に

つきましては、何らかの理由で非農地に転用した土地で２０年以

上が経過し、周囲の状況から判断し、将来的にも農地として使用

するのが困難であり、農地転用行政上も支障がないと認められる

と判断いたしました。 

 以上、よろしくお願いします。 

 

・議 長 

 事務局の説明が終わりました。担当委員さんから追加説明をお

願いします。 

 

・木下委員 

 ２番、木下です。現場を確認に行きましたところ、谷間になっ

ていて、農地としては使用は無理やという現状です。今も放置さ

れていて、先ほど事務局の方で説明あったとおりでございます。

以上です。 

 

・議 長 

 これより質疑に移ります。質疑される方はご発言願います。 
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・・・・・・ 

 

・議 長 

 質疑がないようですので、質疑を打ち切ります。 

 議案第３号 非農地証明願について を採決いたします。 

 本件を承認することにご異議ございませんか。 

 

（委員より「異議なし」の声あり） 

 

・議 長 

 ご異議がないようですので、本件は原案のとおり承認すること

に決定いたします。 

 次に、議案第４号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定に

よる利用権の設定について を議題といたします。 

 事務局に提案理由の説明を求めます。 

 

・事務局 

 それでは、議案第４号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規

定による利用権の設定についてご説明いたします。議案書のペー

ジ、基－１から基－２ページをご覧ください。 

 基－１ページ、新規が１件、そして、基－２ページ、再設定が

１件、合計２件ですが、代表して新規の整理番号１番の案件を読

み上げます。 

 今回、利用権の設定を受ける者は・・・、利用権の設定をする

者は・・・、ほか１名となっていますのは、ここの土地がまだ相

続登記が完了していないため、相続人さんもう１人の同意を得て

おるということになっております。利用権を設定する土地は橋本

市隅田町芋生字垣内・・・及び・・・。現況地目は田で、面積は

合計・・・㎡です。利用権の種類は使用貸借で、普通畑、野菜と

して利用します。利用権の期間は５年で、終期は令和６年１２月

３１日となっております。利用権の設定を受ける者の耕作面積は

約・・・ａ、新規の設定となっております。 

 なお、今回、利用権を設定する土地は新規及び再設定、継続の

方とあわせて２筆、合計・・・㎡となっております。 

 以上の集積計画の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８条第

３項の要件を満たしていると考えます。ご審議のほどよろしくお
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願いいたします。 

 

・議 長 

 事務局の説明が終わりました。担当委員さんから追加説明お願

いします。 

 

・田中（一）委員 

 ７番の田中です。事務局の説明のとおりです。何ら問題ありま

せん。 

 

・議 長 

 それでは、これより質疑に移ります。質疑される方はご発言願

います。 

 

・・・・・・ 

 

・議 長 

 質疑がないようですので、質疑を打ち切ります。 

 議案第４号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による利

用権の設定について を採決いたします。 

 本件を承認することにご異議ございませんか。 

 

（委員より「異議なし」の声あり） 

 

・議 長 

 ご異議がないようですので、本件は原案のとおり承認すること

に決定いたします。 

 次に、議案第５号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定に

よる利用権の設定について（中間管理事業分）を議題といたしま

す。事務局に提案理由の説明を求めます。 

 

・事務局 

 それでは、議案第５号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規

定による利用権の設定について（中間管理事業分）をご説明いた

します。議案書、次のページ、中－１をご覧ください。 

 整理番号１番の案件を読み上げさせていただきます。利用権の

設定を受ける者は、和歌山県の農地中間管理機構である公益財団
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法人和歌山県農業公社、利用権の設定をする者は・・・。利用権

を設定する土地につきましては橋本市吉原字西川垣内・・・、同

じく字松之岡・・・、・・・、同じく字東尾・・・です。現況地目

は畑で、面積は合計・・・㎡です。利用権の種類は使用貸借で、

樹園地として利用いたします。利用権の期間は２年で、終期は令

和４年１２月３１日となっております。 

 なお、今回、利用権を設定する土地は全部で４筆、合計・・・

㎡となっております。 

 県の農業公社が今回の利用権設定により農地中間管理権を取得

し、今後、耕作を希望する担い手に転貸することになります。希

望者についてですが、ＪＡトレーニングファームで研修を積んだ

新規就農者である・・・さんが借り受けて柿を生産する希望が出

ているということに、和歌山県農業公社及びＪＡ紀北かわかみの

担当者より伺っております。 

 以上、審議のほどよろしくお願いします。 

 

・議 長 

 事務局の説明が終わりました。担当委員さん、追加説明お願い

します。 

 

・松岡推進委員 

 推進委員の松岡茂夫です。この土地に関しましては、樹園地と

いうことで柿を植わっております。そして、公社から借りる人も

向島の・・・さんということで決まっており、今、農業大学校を

卒業後、即、耕作してくださると聞いております。 

 それから、水利費につきましては地主が支払うということでご

ざいます。以上です。 

 

・議 長 

 これより質疑に移ります。質疑される方はご発言願います。 

 

・・・・・・ 

 

・議 長 

 質疑がないようですので、質疑を打ち切ります。 

 議案第５号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による利

用権の設定について（中間管理事業分）を採決いたします。 
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 本件を承認することにご異議ございませんか。 

 

（委員より「異議なし」の声あり） 

 

・議 長 

 ご異議がないようですので、本件は原案のとおり承認すること

に決定いたします。 

 次に、議案第６号 相続税の納税猶予に関する引き続き農業経

営を行っている旨の証明願について を議題といたします。事務

局に提案理由の説明を求めます。 

 

・事務局 

 それでは、議案第６号 相続税の納税猶予に関する引き続き農

業経営を行っている旨の証明願について、ご説明いたします。議

案書の農－１ページと位置図、農－１ページと農－２ページをご

覧ください。 

 それでは、整理番号１番の案件についてご説明いたします。申

請者は橋本市東家・・・、福井和代。申請地は橋本市東家字東

畑・・・、・・・、・・・、・・・、・・・、・・・、・・・、・・・、・・・、・・・、

東家・・・の計１１筆となっております。本申請は、相続税納税

猶予の適用を受けている農地につきまして、引き続き納税猶予の

適用を受けるため３年ごとに税務署へ提出するために必要なもの

となっております。この申請地につきまして書類審査及び現地調

査の結果、証明するに相当すると判断いたしました。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

・議 長 

 事務局の説明がおわりました。担当委員から追加説明をお願い

します。 

 

・木下委員 

 ２番、木下です。東畑の所なんですが、ここではブドウと柑橘

の栽培。東家・・・の所に関しては、見たところ家庭菜園として

人に貸しているような感じで、作られているという判断をさせて

いただきました。以上です。 

 

・議 長 
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 これより質疑に移ります。質疑される方はご発言願います。 

 

・・・・・・ 

 

・議 長 

 質疑がないようですので、質疑を打ち切ります。 

 議案第６号 相続税の納税猶予に関する引き続き農業経営を行

っている旨の証明願について を採決いたします。 

 本件を承認することにご異議ございませんか。 

 

（委員より「異議なし」の声あり） 

 

・議 長 

 ご異議がないようですので、本件は原案のとおり承認すること

に決定します。 

 次に、その他に移ります。委員の皆さんから、何かご質問、ご

意見はございませんか。 

 

・岡本委員 

 ９番の岡本ですが、また廣田さんに怒られるかもわかりません

けども、この場をかりましてちょっと、委員長、皆さんにご相談

したいと思うんですが、先般、農地を取得された人が、高齢につ

き体力もないので作れないと。それで、転売をしたいと。ついて

は、建設廃材を置きたいというようなご意向なんですが、当初、

農地にするということでいろんな土砂が入って、それを騒いで保

健所や市当局にて調査しまして、その時は特に変なものは出なか

ったというようなことなんですけども、農地として使うための埋

め立てで、栗の木を植えるということで植えてきたんですが、今

回、もう高齢につき体力ないのでできないので、建設廃材の置き

場をやっている人に売りたいと。 

 どういうところへ売りたいということもちゃんと言うてきとる

わけなんですけども、それについては、農業委員と地区の区長の

判をもらってこいということで来たわけなんですけど、山田地区

につきましては、以前、東山の地区の所に産業廃材を放り込まれ

て、いろいろ問題が起きて当時の方が苦労されて、裁判までかけ

て跡地の対策をやってもらうということで、最後は県がやるとい

うことでやったようなんですが、そのやったお方が、市長から表
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彰はしてもらいましたが、原因は直接の原因かはわかりませんが、

がんになって亡くなりました。私と同級生の者なんですけれども。 

 今度この土地についても、初め買い取る時にこの会にかかりま

して許可しとるわけなんですが、その実態が今あらわれてきとる

のが、土地の所有、現在耕作してるのがどれ位あるかということ

もちゃんと必要な要件で満たしたことになっとるんですが、全部

作ってない土地を借り受けて、それで耕作面積が揃ったというよ

うな処理になっておりまして、最近、２件ほど、管理ちゃんとし

てもらえないので返却してくださいということで、その手続は終

わったようなんです。 

 今度、もしもこういうところへ転売した時に、後々いろんな問

題が起きる心配もあるんですが、農業委員として、このような場

合どのようなことをすればいいのか、初めてのケースでよくわか

らないんですが、過去の例とか現在の状況とか、高齢者でそうい

う跡継ぎもないようなところへ転売を認めたというのは農業委員

会の問題と思うんですけども、どう取り扱えばいいのか、委員長

のご意見聞きたいと思います。 

 

・議 長 

 事務局、どうぞ。 

 

・事務局 

 まず、使用権なり利用権についてですが、事務局といたしまし

ては、高齢を理由、または後継者不足を理由にした受け付け停止

の措置はとっておりません。あくまでも耕作意欲なり耕作計画が

しっかりしているものであれば、きちっと今、申請を受けている

状態であります。今後もその方針については恐らく変更すること

なく受け続ける予定でございます。 

 ただ、岡本委員ご指摘の土地につきましては、事務局も承知し

ております。その人物につきましても承知しておるんですが、一

部、農振法がかかわる案件でもございますので、本定例会につい

てご回答は事務局としては差し控えさせていただきたい案件であ

ります。以上です。 

 

・議 長 

 とにかく条例なり法令なり、その中できちっと結局、関係者に

守っていってもらうと。それ以外に、これ公設機関ですので、農
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業委員会としてはそんな形で粛々と進めていくというしかしょう

ないと思うので、将来的にそれがどうこうということを考えます

と、大変解決が難しくなりますので、その目の前の事案の案件を

そんな形で解決していくという形になるんかなと、そんな形に思

うてます。 

 

・岡本委員 

 では、後ほどよろしくお願いします。 

 

・議 長 

 はい。ほかに、その他ございませんか。 

 どうぞ。 

 

・松岡推進委員 

 今、若い人に農業、就業したら１５０万円の年間補助を出して、

５年間農業をやり、自分で自活してやっていこうというような行

政をされとるわけなんですけども、土地貸すとか借りる、そうい

う面については農業委員会なりは審議されとるわけなんですけど

も、貸すだけじゃ、もう５年終わったら、それこそ逃げていくと

いうような話も聞くわけなんですけども。 

 農業委員会がそういう承認を出す時に、補助金を出す時に、あ

る程度、果樹というような、うちとこらもこれ今現在あるわけな

んですけども、関係するとこがあるんですけども、これ６反そこ

そこで、僕、この借りる人の前の人に、こういう面積でやったら

施設園芸なりをせんことには難しいん違うかというような話をし

たったことあるんですけども、そういう指針というようなものを

指導しとるんかということを聞きたいわけなんですけども。 

 １反当たり、トマトとかそういうもんやったら１反やったら、

柿の１町分でとかという、１反当たり、トマトでやったら１坪何

ぼの利益があるさかいにという、そういう、ナスビやったら１反

作ったって柿１町分作ったのと同じですよとかと、そういう指針

をしたらんことには、土地だけ貸すだけ、１５０万出すだけでは、

将来、その子らは何にもわかってないさかい、そういう指針とい

うようなもんを見本というようなものを、果樹ではどの位ほど、

ブドウでは何ぼ、桃では何ぼ、大体、選果場の基本的な価格とい

うものを出して、この位ほどの利益があるよというようなことを

したってくれとんかなということ。 
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 土地貸すだけで、そんな突っ走らしたって非常に難しいと思う

んですけども、農業というのは３代かかるというぐらい、基盤整

備からやっていこうと思うたら並大抵やないのに、一遍に、そん

なん５年やそこらでなかなか難しいと思うんで、施設園芸なりそ

ういうものを勧めておるんか、そこらちょっと聞きたいと思うん

ですけども。 

 

・議 長 

 新規就農者に対する、いわゆる土地貸すだけやなしに、経営指

導まで突っ込んだ形で、貸す時にやってるんかどうかということ

やけども、これは農業委員会というよりも、経営指導の形になっ

て、農業振興課全体の、貸す時に話になってくるかなと思うんや

けども、実態として、認定する時に、５年１５０万円、認定新規

就農者に対して認定する時に、経営指導まで突っ込んだ形を配慮

しながら、新規就農者に指導してるんかな。 

 

・事務局 

 直接、農業委員会の事務局としてかかわる部分は非常に少ない

部分になるんです。この後、定例会を閉会してから、その後、事

務局の連絡事項というところでご説明をさせていただきたいんで

すが、よろしいでしょうか。 

 

・松岡推進委員 

 はい。 

 

・議 長 

 そうしたら、それで。 

 以上、本定例会に付議されました案件はすべて終了いたしまし

た。これをもちまして、令和元年１２月定例農業委員会を閉会い

たします。大変お疲れさまでございました。ありがとうございま

した。 
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橋本市農業委員会会議規則第１８条により署名する。 

 

令和元年１２月２日 

 

会 長  土井 清美 ㊞ 

 

８番  林  義文 ㊞ 

 

９番  岡本 彰文 ㊞ 


